
平成31年度(令和元年度）
京都大学医学部附属病院

看護職キャリアパス支援センター
地域連携力向上キャリアパス支援部会

報告書

2019
KYOTO UNIVERSITY HOSPITAL

NURSING CAREER PATH SUPPORT CENTER
Committee for Nurse’s Improvement of the Regional Alliance Ability

Annual Report 



目次

１ はじめに

２ 概要

１. センターの目的

２. 京大病院看護部理念

３. 構成

４. 運営委員会

５. 看護人材交流の仕組み

６. 看護人材交流申し込み方法

３ 2015～2019年度 人材交流実績

４ 2019年度の人材交流者

施設管理者と出向者

５ 活動状況

１. 活動報告・説明会

２. 出向支援の取り組み

３. ジェネラリスト育成に向けて

６ その他の活動

７ 編集後記

3

１　はじめに� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１

２　概要

　　　１．センターの目的� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

　　　２．京大病院看護部理念�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

　　　３．構成� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３

　　　４．運営委員会�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４

　　　５．看護人材交流の仕組み�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５

　　　６．看護人材交流申し込み方法� ‥‥‥‥‥‥‥‥６

３　2015 ～2019年度　人材交流実績�‥‥‥‥‥‥‥‥‥７

４　2019年度の人材交流者�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10

　　施設管理者と出向者�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10

５　活動状況

　　　１．活動報告･説明会� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17

　　　２．出向支援の取り組み�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20

　　　３．ジェネラリスト育成に向けて�‥‥‥‥‥‥‥‥21

６　編集後記�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24

目次



１ はじめに

地地域域・・施施設設のの枠枠をを超超ええ
一一人人ひひととりりのの力力をを伸伸ばばすす支支援援をを通通じじてて
地地域域医医療療へへのの貢貢献献をを目目指指ししてていいまますす

京都大学医学部附属病院が京都府の支援を得て、２０１５年７月に「看護職キャリアパス支援
センター」を開設してから交流出向を継続しております。当センターの目標は、人材交流プログ
ラムを通じて施設間の連携に強い助産師・看護師を育成し、それによって京都府下の地域医療
への貢献をめざすというものです。

我が国は少子高齢化や地方の過疎化など、さまざまな課題を抱えており、求められる医療も変
化しています。国は２０２５年を展望し、病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進、医療・
介護従事者の確保・勤務環境の改善等、「効率的かつ質の高い医療提供体制の構築」と「地域
包括ケアシステムの構築」が急務の課題としています。
当院は社会のニーズに応えるため、大学病院だからこそ可能な高度急性期医療に加え、地
域の医療・介護施設、在宅医療との連携強化に取り組んでいます。また病院の機能分化（高度
急性期、急性期、回復期リハビリテーション、慢性期など）が進み、看護職も各領域における専
門性がより一層求められるようになっています。しかし現状は、高度急性期を担当する看護師は
在宅の現状が分からず、逆に在宅からスタートする看護師は急性期のことが分からないという
ケースも少なくありません。こうした看護師個々のギャップを埋め、継続医療・継続看護を推進す
るための取り組みとして 「施設間の連携に強い看護師養成プログラム」をスタートさせました。
機能の異なる病院間の人材交流によって、それぞれの現場を知り、学びあい、看護をめぐる、
医療全体をめぐる、私たちの暮らしをとりまく地域や社会全体を俯瞰する看護の視点を涵養する
とともに、お互いの機能の強みを活かし合うことで質の高い看護、チーム医療が提供できるので
はないかと考えています。こうした府下全域での看護師・助産師の人材交流のベースとなってい
るのは、当院の充実した人的・物的リソースと、これまでに築いてきたノウハウ・実績です。こうし
た強みを活かして、地域・施設横断的な支援に注力し、「橋渡し役」として機能して参ります。

自分を高め、これからの看護を牽引する志をもった方の参加を期待しています。当センターは
学び続けるジェネラルナースを支援し、この取り組みによる人材交流が、そこに関わる多くの看
護師間・施設間における新しい相互学習の場として発展していくことを願っています。

京都大学医学部附属病院 院長補佐
看護部 看護部長

看護職キャリアパス支援センター長
井川順子
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看護職キャリアパス支援センター長
井川順子

　京都大学医学部附属病院が京都府の支援を得て、2015年７月に「看護職キャリアパス支援
センター」を開設してから交流出向を継続しております。当センターの目標は、人材交流プロ
グラムを通じて施設間の連携に強い助産師・看護師を育成し、それによって京都府下の地域�
医療への貢献をめざすというものです。

　我が国は少子高齢化や地方の過疎化など、さまざまな課題を抱えており、求められる医療も
変化しています。国は２０２５年を展望し、病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進、
医療・介護従事者の確保・勤務環境の改善等、「効率的かつ質の高い医療提供体制の構築」と�
「地域包括ケアシステムの構築」が急務の課題としています。　　
　当院は社会のニーズに応えるため、大学病院だからこそ可能な高度急性期医療に加え、地域
の医療・介護施設、在宅医療との連携強化に取り組んでいます。また病院の機能分化（高度�
急性期、急性期、回復期リハビリテーション、慢性期など）が進み、看護職も各領域における
専門性がより一層求められるようになっています。しかし現状は、高度急性期を担当する看護
師は在宅の現状が分からず、逆に在宅からスタートする看護師は急性期のことが分からないと
いうケースも少なくありません。こうした看護師個々のギャップを埋め、継続医療・継続看護
を推進するための取り組みとして 「施設間の連携に強い看護師養成プログラム」をスタートさ
せました。
　機能の異なる病院間の人材交流によって、それぞれの現場を知り、学びあい、看護をめぐる、
医療全体をめぐる、私たちの暮らしをとりまく地域や社会全体を俯瞰する看護の視点を涵養�
するとともに、お互いの機能の強みを活かし合うことで質の高い看護、チーム医療が提供できる
のではないかと考えています。こうした府下全域での看護師・助産師の人材交流のベースとなって
いるのは、当院の充実した人的・物的リソースと、これまでに築いてきたノウハウ・実績です。
こうした強みを活かして、地域・施設横断的な支援に注力し、「橋渡し役」として機能して参り
ます。

　自分を高め、これからの看護を牽引する志をもった方の参加を期待しています。当センターは�
学び続けるジェネラルナースを支援し、この取り組みによる人材交流が、そこに関わる多くの
看護師間・施設間における新しい相互学習の場として発展していくことを願っています。

地域・施設の枠を超え
一人ひとりの力を伸ばす支援を通じて
地域医療への貢献を目指しています

京都大学医学部附属病院　院長補佐
看護部　看護部長

看護職キャリアパス支援センター長
　井川順子
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　センターは、京都大学医学部附属病院と京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻並びに
地域医療機関等との間で相互の人材交流を推進することを目的とする。
　特に、地域医療機関等との相互人材交流の推進においては、医学部附属病院から他施設への看
護師等の長期派遣、並びに他施設から医学部附属病院への長期受け入れを行う人材交流支援シス
テムを確立することにより、看護師等の人材交流を活性化させ、医療機能分化における施設間連
携に強い看護師等を要請することを目的とする。

　　　　　　　２０１５年６月４日制定
京都大学医学部附属病院

看護職キャリアパス支援センター内規より

２　概要
　　１．センターの目的

プロフェッショナルとしての看護の責任

•“まもり”－　患者/家族の擁護者であること
•“とどけ” －  直接ケアの提供者であること
•“つなぐ” －　医療チームの調整者であること

　看護職キャリアパス支援センターでは、どんなときにも看護に自信を持って責任を果たす腰の
強いジェネラリストの育成を目指しています。

２．京大看護理念
　看基本方針は、京都大学医学部附属病院看護部の理念に基づいています。護職キャリアパス�
支援センターの理念に基づいています。

 看護部の理念 
　看護師には、健康を増進し、疾病を予防し、健康を回復し、苦痛の緩和につとめる４つの
基本的責任がある。 
　京都大学医学部附属病院看護部ではこの基本的責任を果たすために、人々を全人的にとら
え、その専門性をもって主体的に働きかける。 またその看護の実践に当たっては、京都大学
医学部附属病院の患者の権利宣言と理念に基づき、看護の提供を行う。
・私たちは、常に患者の立場に立ち、その信条、人格、生活、権利を尊重します。
・私たちは、患者に必要な情報の入手を助け、患者の意志決定を支援します。
・�私たちは、可能な限り高い水準の看護を提供するために、個人としてまた、組織として
継続学習を推進します。
・�私たちは、看護実践の水準を高める研究活動を推進し、卓越した診療・教育・研究を行
う本院の使命の達成のために協働して取り組みます。
・�私たちは、チーム医療の一員として、他部門と信頼関係に基づいた協働を図り、病院運
営に積極的に参画します。
・私たちは、看護活動を通して国民の福祉に貢献します。
・私たちは、社会的地位の向上のために、積極的に専門職としての活動を行います。

2



セセンンタターー長長

副副セセンンタターー長長

臨臨床床教教育育力力向向上上

キキャャリリアアパパスス支支援援部部会会

実実践践開開発発力力向向上上

キキャャリリアアパパスス支支援援部部会会

地地域域連連携携力力向向上上

キキャャリリアアパパスス支支援援部部会会

京京都都府府財財政政支支援援

看看護護職職連連携携キキャャリリアア支支援援事事業業

運運営営委委員員会会

２ 概要
３. 構成
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看護職キャリアパス支援センター 組織図

京都大学医学部附属病院と京
都大学医学部人間健康科学科
において、看護教育にかかる
交流を目的として活動

京都大学医学部附属病院と京
都大学医学部人間健康科学科
において、看護研究にかかる
交流を目的として活動

京都大学医学部附属病院と京
都府北中部の医療・看護・介
護施設とを対象として、機能
の異なる施設間での看護人材
の交流を支援

看看護護職職キキャャリリアアパパスス支支援援セセンンタターー 組組織織名名簿簿

センター長 看護部長 井 川 順 子

副センター長 教授 任 和子

運営委員会

看護部長 井川 順子 教授 任 和子 准教授 柳吉 桂子

特定
准教授

宇都宮 明美 特定教授 西垣 昌和 助教 山之内 智子

助教 内藤 知佐子 副看護部長 河合 優美子 副看護部長 松野 友美

看護師長 足立 由起 看護師長 幸野 里寿 看護師長 合野 由香

特定職員 嶋野 玲子 陪席 小川（総務課） 陪席 松尾（研修センター）

臨床教育力向上
キャリアパス支援部会

実践開発力向上
キャリアパス支援部会

地域連携力向上
キャリアパス支援部会

京都府財政支援

看護職連携キャリア支援事業

教授 任 和子 特定教授 西垣 昌和 教授 任 和子

助教 山之内 智子 特定准教授 宇都宮 明美 准助教 柳吉 桂子

助教 内藤 知佐子 副看護部長 松野 友美 看護部長 井川 順子

副看護部長 松野 友美 看護師長 幸野 里寿 副看護部長 河合 優美子

看護師長 足立 由起 特定職員 嶋野 玲子

看護師長 合野 由香
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２　概要
　　３．構成

看護職キャリアパス支援センター　組織名簿

センター長　看護部長　井　川　順　子

副センター長　教授　任　和子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営委員会�

看護部長　　井川　順子　　　　　教　授　　　任　　和子　　　　　准教授　　　柳吉　桂子�

特定準教授　宇都宮明美　　　　　特定教授　　西垣　昌和　　　　　助　教　　　山之内智子�

助　教　　　内藤知佐子　　　　　副看護部長　河合優美子　　　　　副看護部長　松野　友美�

看護師長　　足立　由起　　　　　看護師長　　幸野　里寿　　　　　看護師　　　合野　由香�

特定職員　　嶋野　玲子　　　　　陪席　　　　小川（総務課） 陪席　　　　　　　松尾（研修センター）

臨床教育力向上�
キヤリアパス支援部会

実践開発力向上�
キヤリアパス支援部会

地域連携力向上�
キヤリアパス支援部会

　京都府財政支援�

看護職連携キャリア支援事業

教　授 任　　 和 子 特定准教授 西 垣 昌 和 教　授 任　　 和 子

助　教 山之内 　智　子 特定准教授 宇都宮　明　美 准助教 柳 吉 桂 子

助　教 内　藤　知佐子 副看護部長 松 野 友 美 看護部長 井 川 順 子

副看護部長 松 野 友 美 看護師長 幸 野 里 寿 副看護部長 河　合　優美子

看護師長 足 立 由 起 特定職員 嶋 野 玲 子

看護師長 合 野 由 香

看護職キャリアパス支援センター　組織図
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２ 概要
４. 運営委員会
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２０１９年度の運営委員会は２回開催しました。

第１回開催 ２０１９年４月１９日（金）１０：１５ ～

第１臨床研究棟地下１ 階 セミナー室１

１. 各部会活動報告 ２０１８年度報告

① 地域連携力向上キャリアパス支援部会

② 臨床教育力向上キャリアパス支援部会

③ 実践開発力向上キャリアパス支援部会

２. 審議事項

２０１９年度の活動方針について

① 地域連携力向上キャリアパス支援部会

② 臨床教育力向上キャリアパス支援部会

③ 実践開発力向上キャリアパス支援部会

３. その他

４. 次回開催について

第２回開催 ２０１９年８月２日（金）１０:００ ～

総合臨床教育・研修センター 多目的室

１. 前回議事録の確認

２. 各部会活動報告

① 地域連携力向上キャリアパス支援部会

② 臨床教育力向上キャリアパス支援部会

③ 実践開発力向上キャリアパス支援部会

３. 審議事項

① 実践開発力向上キャリアパス支援

４. その他

５. 次回開催について
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２　概要
　　４．運営委員会

２０１９年度の運営委員会は２回開催しました。

第１回開催　２０１９年４月１９日（金）１０：１５～　
　　　　　　第１臨床研究棟地下１ 階  セミナー室１

　１.　各部会活動報告　 ２０１８年度報告
　　　　地域連携力向上キャリアパス支援部会
　　　　臨床教育力向上キャリアパス支援部会　
　　　　実践開発力向上キャリアパス支援部会
　２.　審議事項
　　　　２０１９年度の活動方針について
　　  　　　①　地域連携力向上キャリアパス支援部会
　　  　　　② 　臨床教育力向上キャリアパス支援部会
　 　 　　　③ 　実践開発力向上キャリアパス支援部会
　３.　その他　
　４.　次回開催について

第２回開催　２０１９年８月２日（金）１０: ００  ～ 
　　　　　� 総合臨床教育・研修センター　多目的室
　１.　前回議事録の確認
　２.　各部会活動報告   
　　　　地域連携力向上キャリアパス支援部会
　　　　臨床教育力向上キャリアパス支援部会
　　　　実践開発力向上キャリアパス支援部会
　３.　審議事項
　　　　実践開発力向上キャリアパス支援
　４.　その他
　５.　次回開催について
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２ 概要
５. 看護人材交流の仕組み

8

支支援援事事業業のの概概要要ににつついいてて

本事業では、急性期から回復期、在宅における幅広い看護の経験と知識を有した「施設間の連
携」に強い人材育成を目標にさまざまな支援を行います。

特に「京都府看護職連携キャリア支援事業」の対象となる地域※１に対しては、京都大学医学部
附属病院と他施設（主として在宅系）および京都府下における医師・看護師偏在地域の医療機関
への長期研修・人材交流を行うことで、教育のニーズと人員確保のニーズをマッチングさせ

不足している地域の医療機関長期研修・当該施設からの受け入れを行う相互人事交流在宅・訪
問看護施設、産科医・助産師のシステムを確立し、医療機能分化における施設関連携に強い看
護師を育成し、京都府下における看護力の底上げを目指します。

※１京都府北中部、 南部等の医療・看護・介護施設

事業内容について主に、次の３３つつのの交交流流ププロロググララムムについて支援を行っています。

①①京京大大病病院院とと対対象象機機関関ととのの相相互互交交流流ププロロググララムム
人事交流ニーズが合致する対象機関との間で看護

師・助産師を相互に交流出向を行います。また、一
般急性期病院と対象医療機関との人事交流について
も支援を実施します。
＜相互交流実績＞
綾部市立病院・市立福知山市民病院・京丹後市立弥栄病院
舞鶴医療センター・国保京丹波町病院
あそかビハーラ病院（※２）訪問看護ステーション碧い音（※２）

②②京京大大病病院院かからら他他のの医医療療機機関関等等へへのの交交流流ププロロググララムム
府北中部、南部等の看護師・助産師の確保が困難な

施設へ、京大病院から一方交流出向しています。
＜一方交流実績＞
公立南丹病院・綾部市立病院・京丹後市立弥栄病院
市立福知山市民病院・あそかビハーラ病院（※２）

結ノ歩訪問看護ステーション（※２） ・がくさい病院（※２）

訪問看護ステーション碧い音・日本バプテスト病院（※２）

渡辺緩和ケア・在宅クリニック（※２）

③③他他のの医医療療機機関関等等かからら京京大大病病院院へへのの交交流流ププロロググララムム
京大病院への交流（研修）を希望する施設から看
護師・助産師の出向受入れを行います。

＜研修受入れ実績＞
京都大学医学部附属病院研修センターにて実施

（※２）京都府基金対象外

機能の異なる施設間での看護人材の交流を支援します。
今後も連携施設を拡大し、交流プログラムを広めていき
急性期・慢性期・在宅・周産期をつなぐ人材交流の
支援拠点として機能していきます。
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２　概要
　　５．看護人材交流の仕組み

支援事業の概要について
　本事業では、急性期から回復期、在宅における幅広い看護の経験と知識を有した「施設間の連携」に
強い人材育成を目標にさまざまな支援を行います。
　特に「京都府看護職連携キャリア支援事業」の対象となる地域※１に対しては、京都大学医学部附属
病院と他施設（主として在宅系）および京都府下における医師・看護師偏在地域の医療機関への長期�
研修・人材交流を行うことで、教育のニーズと人員確保のニーズをマッチングさせ不足している地域の
医療機関長期研修・当該施設からの受け入れを行う相互人事交流在宅・訪問看護施設、産科医・助産師
のシステムを確立し、医療機能分化における施設関連携に強い看護師を育成し、京都府下における
看護力の底上げを目指します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※１京都府北中部、　　南部等の医療・看護・介護施設

事業内容について主に、次の３つの交流プログラムについて支援を行っています。

①京大病院と対象機関との相互交流プログラム
　�　人事交流ニーズが合致する対象機関との間で看護師・助産師
を相互に交流出向を行います。また、一般急性期病院と対象�
医療機関との人事交流についても支援を実施します。
　＜相互交流実績＞
　　綾部市立病院・市立福知山市民病院・京丹後市立弥栄病院
　　舞鶴医療センター・国保京丹波町病院
　　あそかビハーラ病院（※２）訪問看護ステーション碧い音（※２）

②京大病院から他の医療機関等への交流プログラム
　�　府北中部、南部等の看護師・助産師の確保が困難な施設へ、
京大病院から一方交流出向しています。
　＜一方交流実績＞
　　公立南丹病院・綾部市立病院・京丹後市立弥栄病院
　　市立福知山市民病院・あそかビハーラ病院（※２） 
　　結ノ歩訪問看護ステーション（※２） ・がくさい病院（※２）　
　　訪問看護ステーション碧い音・日本バプテスト病院（※２）
　　渡辺緩和ケア・在宅クリニック（※２）

③他の医療機関等から京大病院への交流プログラム
　�　京大病院への交流（研修）を希望する施設から看　護師・助
産師の出向受入れを行います。
　＜研修受入れ実績＞
　　京都大学医学部附属病院研修センターにて実施

　　　　　　　（※２）京都府基金対象外

機能の異なる施設間での看護人材の交流を支援します。
今後も連携施設を拡大し、交流プログラムを広めていき急性期・
慢性期・在宅・周産期をつなぐ人材交流の支援拠点として機能し
ていきます。
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２ 概要
６. 看護人材交流申し込み方法

10

おお申申しし込込みみににつついいてて

「施設間の連携に強い看護師養成プログラム」は、それぞれの医療機関と京都大学医学部附属病院と
の間で実施する人材交流プログラムです。看護師、助産師の方々が現在勤務する医療機関に籍を置き
ながらの相互出向、または、一方出向となるため、医療機関からのお申し込みが必須です。

応募期間：順次

交流期間：３ヶ月を１クールとし、１人あたり最大８クール（２年）

応募方法：看護職キャリアパス支援センター担当窓口に直接お電話、又はメールにてご応募くさい。

応募人数：１医療機関につき、人数制限等はございません。

応応募募対対象象とと基基準準（（各各医医療療機機関関かからら推推薦薦さされれるる方方））はは、、以以下下のの条条件件にに該該当当すするる方方でですす。。

１ 京都府下の次に該当する医療機関に正職員として勤務している方

在宅診療・介護機能を持つ訪問看護ステーション、助産院(診療所)など

北中部、南部等医師偏在の医療機関

急性期機能を持つ京都市近辺の医療機関など

２ 臨床経験４年以上、京都大学医学部附属病院看護師ラダーⅢレベル※に該当する方

※京都大学医学部附属病院ラダーⅢレベル基準とは、部署の一人前の看護師としてリーダーシップが発揮できる段階とし

ています。

Email : nrcareer@kuhp.kyoto-u.ac.jp
075-751-3746(直通)     075-751-3745(FAX)                                                              
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２　概要
　　６．看護人材交流申し込み方法

お申し込みについて　
　「施設間の連携に強い看護師養成プログラム」は、それぞれの医療機関と京都大学医学部附属病院と
の間で実施する人材交流プログラムです。看護師、助産師の方々が現在勤務する医療機関に籍を置きな
がらの相互出向、または、一方出向となるため、医療機関からのお申し込みが必須です。

　　応募期間 ： 順次
　　交流期間 ： ３ヶ月を１クールとし、１人あたり最大８クール（２年）
　　応募方法 ： �看護職キャリアパス支援センター担当窓口に直接お電話、又はメールにてご応募ください。
　　応募人数 ： １医療機関につき、人数制限等はございません。

応募対象と基準（各医療機関から推薦される方）は、以下の条件に該当する方です。

１　京都府下の次に該当する医療機関に正職員として勤務している方
　　在宅診療・介護機能を持つ訪問看護ステーション、助産院(診療所 )など
　　北中部、南部等医師偏在の医療機関
　　急性期機能を持つ京都市近辺の医療機関など

２　臨床経験４年以上、京都大学医学部附属病院看護師ラダーⅢレベル※に該当する方

※京都大学医学部附属病院ラダーⅢレベル基準とは、部署の一人前の看護師としてリーダーシップが発揮できる段階としています。
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医療圏（エリア） 市町村 出向先

丹後医療圏 京丹後市 伊根町 与謝野町

宮津市
京丹後市立弥栄病院
訪問看護ステーション

中丹医療圏 福知山市 舞鶴市綾部市 綾部市立病院
市立福知山市民病院
舞鶴医療センター

南丹医療圏 京丹波町 南丹市 亀岡市 京都中部総合医療センター
国保京丹波町病院

京都・乙訓医療圏 京都市 向日市 長岡京市

大山崎町

がくさい病院
結ノ歩訪問看護ステーション
碧い音訪問看護ステーション
日本バプテスト病院

山城北医療圏 宇治市 城陽市 八幡市 京田辺市

久御山町 宇治田原町 井手町
あそかビハーラ病院

山城南医療圏 木津川市 精華町 和束町 笠置町

南山城村

３ 2015～2015年度 人材交流実績

渡辺緩和ケア・在宅クリニック

渡渡辺辺緩緩和和ケケアア・・在在宅宅ククリリニニッックク
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2015～ 2019年度　人材交流実績
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４ 2019年度の人材交流
施設管理者と交流者

参加施設の管理者

参加施設の管理者
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参加施設の管理者と交流者
参加施設の管理者と交流者
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参加施設の交流者

参加施設の交流者
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参加施設の交流者

参加施設の交流者
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参加施設の交流者

参加施設の交流者

14



18

参加施設の交流者

参加施設の交流者
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参加施設の交流者
参加施設の交流者
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５ 活動状況
1. 活動報告・説明会

20

京都大学医学部附属病院・看護職キャリアパス支援センターでは、京都府看護職連携
キャリアパス支援事業として、京都府下の地域医療を担う病院や訪問看護ステーション
と人材交流を継続している。本年度は、『人材交流の継続と人材育成』と題し、交流出
向者の報告と二題の基調講演を開催した。

本事業は、地域包括医療が進む中、機能の異なるそれぞれの施設の看護師が交流する
ことで、京都府下における看護力全体の底上げを目指すものである。看護師の交流によ
る学びと参加各施設の取り組みの発表を通して、京都府における地域医療構想に必要な
人材育成への示唆を共有し、今後の協力へとつなぐ。

・ 令和２年１月３０日（木曜日） １３時００分～１７時００分

• メルパルク京都 ５階会議室

• 参加人数 ７５名

開催意義

開催日時・場所・参加人数

開催目的
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５　活動状況
　　１．活動報告・説明会
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５ 活動状況
基調講演 １

21

本事業の立ち上げ当初より参加し交流者の受け入れから相互交流へと発展に尽力くださっ
ている、市立福知山市民病院看護部長 髙松満里氏より人材交流による人材行育成の視点か
ら基調講演をいただきました。

現在、市立福知山市民病院に勤務する看護師の年齢構成は 歳の若手が ％、 ～ 歳
の中堅が ％、そして 歳以上のベテランが ％。中でも最も大きな割合を占める中堅看
護師のリテンションマネジメントが、大きな課題でした。

年代的に結婚や出産、育児などと重なる時期です。最も脂が乗り、これからの活躍を期待し
たい頃であるにもかかわらず、家庭への意識が働き、看護のモチベーションが下がる傾向に
ありました。そこで必要と考えたのが新たな刺激を与えることです。しかし、自施設だけで
はできることに限界があります。そんなときに開始されたのが本事業であり、平成 年度か
ら参加をすることにしました。これまでに 名の受け入れ、 名の出向者の送り出しをしてい
ます。それぞれ出向したメンバーには、ある共通点があります。

それは、出向前は「自分のスキルアップのため」と考えていたメンバーが、出向後には「中
堅の役割意識が芽生え、新人指導に対する内省と展望」を考えるように変化しました。そし
て自施設に戻ってから同僚を巻き込んだ業務改善や新人教育などに取り組むようになったこ
とです。これまでと大きく環境が異なる場所で、他流試合さながらの経験をすることで、組
織人としてのあり方や役割・使命を見つめ直すきっかけになっているようです。

また、出向後のメンバーがその貴重な経験を還元し、力を発揮するためには、それを受け
入れるスタッフたちとの意識の共有が欠かせないと考えます。
出向者と出向未経験の間では、意識の違いから双方に負担を感じる部分が少なからずありま
した。そこで福知山市民病院では学びの共有を、広報誌でのみの発信から報告会の開催とい
う形に切り替えました。そうすることで互いの理解が深まり協力体制が整ったばかりか、次
年度以降の出向を希望する中堅看護師が大幅に増加することになりました。
これは中堅看護師のリテンションマネジメントという当初の目的に大きく合致するものと言
えます。

本事業は、複数人を一度に指導するこれまでの教育スタイルとは大きく異なります。一年に
ひとりしか、この経験を得ることはできません。しかし、その分確実に成長を
促せると実感しています。

本事業の人材育成成果について、力強い言葉で締め括って下さいました。

市立福知山市民病院
看護部長 髙松満里氏

「施設間の人材交流によって成しえた中堅看護師の育成とその成果」

５ 活動状況
基調講演 １
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本事業の立ち上げ当初より参加し交流者の受け入れから相互交流へと発展に尽力くださっ
ている、市立福知山市民病院看護部長 髙松満里氏より人材交流による人材行育成の視点か
ら基調講演をいただきました。

現在、市立福知山市民病院に勤務する看護師の年齢構成は 歳の若手が ％、 ～ 歳
の中堅が ％、そして 歳以上のベテランが ％。中でも最も大きな割合を占める中堅看
護師のリテンションマネジメントが、大きな課題でした。

年代的に結婚や出産、育児などと重なる時期です。最も脂が乗り、これからの活躍を期待し
たい頃であるにもかかわらず、家庭への意識が働き、看護のモチベーションが下がる傾向に
ありました。そこで必要と考えたのが新たな刺激を与えることです。しかし、自施設だけで
はできることに限界があります。そんなときに開始されたのが本事業であり、平成 年度か
ら参加をすることにしました。これまでに 名の受け入れ、 名の出向者の送り出しをしてい
ます。それぞれ出向したメンバーには、ある共通点があります。

それは、出向前は「自分のスキルアップのため」と考えていたメンバーが、出向後には「中
堅の役割意識が芽生え、新人指導に対する内省と展望」を考えるように変化しました。そし
て自施設に戻ってから同僚を巻き込んだ業務改善や新人教育などに取り組むようになったこ
とです。これまでと大きく環境が異なる場所で、他流試合さながらの経験をすることで、組
織人としてのあり方や役割・使命を見つめ直すきっかけになっているようです。

また、出向後のメンバーがその貴重な経験を還元し、力を発揮するためには、それを受け
入れるスタッフたちとの意識の共有が欠かせないと考えます。
出向者と出向未経験の間では、意識の違いから双方に負担を感じる部分が少なからずありま
した。そこで福知山市民病院では学びの共有を、広報誌でのみの発信から報告会の開催とい
う形に切り替えました。そうすることで互いの理解が深まり協力体制が整ったばかりか、次
年度以降の出向を希望する中堅看護師が大幅に増加することになりました。
これは中堅看護師のリテンションマネジメントという当初の目的に大きく合致するものと言
えます。

本事業は、複数人を一度に指導するこれまでの教育スタイルとは大きく異なります。一年に
ひとりしか、この経験を得ることはできません。しかし、その分確実に成長を
促せると実感しています。

本事業の人材育成成果について、力強い言葉で締め括って下さいました。

市立福知山市民病院
看護部長 髙松満里氏

「施設間の人材交流によって成しえた中堅看護師の育成とその成果」
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3

　本事業の立ち上げ当初より参加し交流者の受け入れから相互交流へと発展に尽力くださっている、市立
福知山市民病院看護部長　髙松満里氏より人材交流による人材行育成の視点から基調講演をいただきました。

　現在、市立福知山市民病院に勤務する看護師の年齢構成は20歳の若手が18％、25～39歳の中堅が
42％、そして40歳以上のベテランが40％。中でも最も大きな割合を占める中堅看護師のリテンション
マネジメントが、大きな課題でした。年代的に結婚や出産、育児などと重なる時期です。最も脂が乗り、
これからの活躍を期待したい頃であるにもかかわらず、家庭への意識が働き、看護のモチベーションが下
がる傾向にありました。そこで必要と考えたのが新たな刺激を与えることです。しかし、自施設だけでは
できることに限界があります。そんなときに開始されたのが本事業であり、平成28年度から参加をする
ことにしました。これまでに2名の受け入れ、4名の出向者の送り出しをしています。それぞれ出向し
たメンバーには、ある共通点があります。

　それは、出向前は「自分のスキルアップのため」と考えていたメンバーが、出向後には「中堅の役割意
識が芽生え、新人指導に対する内省と展望」を考えるように変化しました。そして自施設に戻ってから同
僚を巻き込んだ業務改善や新人教育などに取り組むようになったことです。これまでと大きく環境が異な
る場所で、他流試合さながらの経験をすることで、組織人としてのあり方や役割・使命を見つめ直すきっ
かけになっているようです。

　また、出向後のメンバーがその貴重な経験を還元し、力を発揮するためには、それを受け入れるスタッ
フたちとの意識の共有が欠かせないと考えます。出向者と出向未経験の間では、意識の違いから双方に負
担を感じる部分が少なからずありました。そこで福知山市民病院では学びの共有を、広報誌でのみの発信
から報告会の開催という形に切り替えました。そうすることで互いの理解が深まり協力体制が整ったばか
りか、次年度以降の出向を希望する中堅看護師が大幅に増加することになりました。これは中堅看護師の
リテンションマネジメントという当初の目的に大きく合致するものと言えます。

　本事業は、複数人を一度に指導するこれまでの教育スタイルとは大きく異なります。一年にひとりしか、
この経験を得ることはできません。しかし、その分確実に成長を促せると実感しています。

　本事業の人材育成成果について、力強い言葉で締め括って下さいました。
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看護職キャリアパス支援センター初代センター長である岩手医科大学看護学部・秋山特任教授の基調
講演は、少子・高齢化が進み、地域包括ケアの重要性がますます高まる今、本事業を展開する意味を改
めて振り返り示唆をいただいた。

この事業の目的は機能の異なる施設間で『在籍出向』による相互人事交流を推進し、自施設では経験
できない医療機能の中での看護を深く体験的に学び、自施設の看護の振り返りを通して看護サービスの質
を高めること。そして継続看護を確実に遂行できる『連携力』を鍛えることです。

前センター長として数多くの出向者と関わった経験から、いくつかの印象的な交流者の声も紹介されました。
ホスピス病院で研修したスタッフは、「治療、緩和ケアと将来に悩む前に、まだまだ学めぶべきことがたくさん
あると気づかさせてくれた一年でした。」「ホスピスにやって来る前の患者さんと関わることで、看護の難しさを改
めて知ることになりました。」
また、地域の基幹病院から京大病院で研修したスタッフは、「地域の急性期看護の腕だしと意気込んでい
ましたが、まだまだ伸ばすべき点、学ぶことががたくさんあることに気づきました」
ここに紹介したのはほんの一部ですが、参加者の多くが環境の変化を通して看護観の変化・深化を体験して
いる様子が窺えます。

また、今後の看護師のモデルのひとつとして、オランダの小規模看護チーム「ビュートゾルフ」の事例を取り
上げられました。
一般的に在宅の現場では医師、看護師、介護士、家事代行、ケアマネージャーなど、さまざまな専門タッ
フがチームを組んで利用者の自宅を訪問します。「しかし、冷静になってみれば、看護師ひとりがいれば、ほ
とんどのことをできてしまいます。」 実際、ビュートゾルフではICTをフル活用し、看護師が生活援助から診療
補助までをすべて行うことで、めざましい成果を上げています。そして、利用者と看護師の関係性は深くなり、
まるで家族のような間柄になるのだそうです。

地域包括ケア時代のひとつのモデルケースではないでしょうか。そして、そうした場所で働く看護師には、ジェ
ネラリストとしての高い能力が不可欠です。そのためには知識、技術を幅広く深めなければいけません。イメー
ジはマングローブの木です。太く、長い根を地中にたくさん伸ばすマングローブの木。そのように幅広い領域
で看護力を深めていくには、まさに本事業が大きな効果を発揮しています。

どこでキャリアをスタートしても、すべての看護師が足腰の強いジェネラリストとして成長できるように、そして連
携に強い看護師が地域医療を牽引していけるように医療機能の垣根を超えて活躍できる看護職の育成に
向け、本事業に大きな期待を寄せていると締めくくられました。

５ 活動状況
基調講演 ２
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岩手医科大学 看護学部
基盤看護学講座
特任教授 秋山 智弥氏

「地域包括ケア時代における看護職のキャリアパス支援」
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3

　看護職キャリアパス支援センター初代センター長である岩手医科大学看護学部・秋山特任教授の基調
講演は、少子・高齢化が進み、地域包括ケアの重要性がますます高まる今、本事業を展開する意味を改
めて振り返り示唆をいただいた。

　この事業の目的は機能の異なる施設間で『在籍出向』による相互人事交流を推進し、自施設では経験
できない医療機能の中での看護を深く体験的に学び、自施設の看護の振り返りを通して看護サービスの
質を高めること。そして継続看護を確実に遂行できる『連携力』を鍛えることです。

　前センター長として数多くの出向者と関わった経験から、いくつかの印象的な交流者の声も紹介され
ました。ホスピス病院で研修したスタッフは、「治療、緩和ケアと将来に悩む前に、まだまだ学めぶべ
きことがたくさんあると気づかさせてくれた一年でした。」「ホスピスにやって来る前の患者さんと関わ
ることで、看護の難しさを改めて知ることになりました。」また、地域の基幹病院から京大病院で研修
したスタッフは、「地域の急性期看護の腕だしと意気込んでいましたが、まだまだ伸ばすべき点、学ぶ
ことががたくさんあることに気づきました」ここに紹介したのはほんの一部ですが、参加者の多くが環
境の変化を通して看護観の変化・深化を体験している様子が窺えます。

　また、今後の看護師のモデルのひとつとして、オランダの小規模看護チーム「ビュートゾルフ」の事
例を取り上げられました。

　一般的に在宅の現場では医師、看護師、介護士、家事代行、ケアマネージャーなど、さまざまな専門タッ
フがチームを組んで利用者の自宅を訪問します。「しかし、冷静になってみれば、看護師ひとりがいれば、
ほとんどのことをできてしまいます。」  実際、ビュートゾルフでは ICTをフル活用し、看護師が生活援
助から診療補助までをすべて行うことで、めざましい成果を上げています。そして、利用者と看護師の
関係性は深くなり、まるで家族のような間柄になるのだそうです。

　地域包括ケア時代のひとつのモデルケースではないでしょうか。そして、そうした場所で働く看護師
には、ジェネラリストとしての高い能力が不可欠です。そのためには知識、技術を幅広く深めなければ
いけません。イメージはマングローブの木です。太く、長い根を地中にたくさん伸ばすマングローブの
木。そのように幅広い領域で看護力を深めていくには、まさに本事業が大きな効果を発揮しています。

　どこでキャリアをスタートしても、すべての看護師が足腰の強いジェネラリストとして成長できるよ
うに、そして連携に強い看護師が地域医療を牽引していけるように医療機能の垣根を超えて活躍できる
看護職の育成に向け、本事業に大きな期待を寄せていると締めくくられました。
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５　活動状況
　　２．出向支援の取り組み
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3

１　生活基盤の整備（京都府基金充当）
　　　・出向先が通期不可能な場合の宿泊所提供
　　　・生活用品・自転車・暖房器具など必要に応じて提供

２　出向者定期報告・面談
　　　　出向者は原則１回/月帰院し、管理者に定期報告を行う

３　出向者への研修等への参加支援
　　　・�２０１９年度　京都大学医学部附属病院 看護部主催レベルアップ研修公開講座
　　　　院内レベルアップ研修　｢褥瘡ケア｣（京大病院　総合臨床教育・研修センター）
　　　　「院内留学」: 患者総合サポートセンターについて 京大病院地域ネットワーク医療部
　　　　「院内留学」: 呼吸リハビリについて　京大病院理学療法部
　　　・�京都大学大学院医学研究科専門科目 公開講座　（人間健康科学科演習室）
　　　　「緩和ケア持論１」「がん患者の身体症状 呼吸器症状のアセスメントト薬物寮法」
　　　　「がん患者の精神症状の看護　(1）不安　抑うつ　不眠を有する患者の看護
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2）消化器症状　アセスメントと非薬物療法的アプローチ
　　　・学会参加
　　　　第24回日本緩和医療学会学術大会　（パシフィコ横浜）　
　　　　第10回日本がん・生殖医療学会学術集会（さいたま市 ソニックシティ）
　　　・その他研修参加
　　　　助産師　CLoCMiP 研修　９項目　学研メディカル　インターネット配信受講
　　　　助産師　CLoCMiP 研修　５項目　日本看護協会　　オンデマンド研修
　　　　放射性同位元素総合センター訓練参加　　京大医学部構内　
　　　　経皮的心肺補助装置等についての見学学習　　京大病院看護部　ICU 手術部
　　　　がん化学療法について　　あそかビハーラ病院

４　出向者への文献検索、書籍提供

　座談会を通して出向者が一同に集まり、同じ立場として理解・共感することで学びあう場を持ち、�
それぞれに違った出向先での体験を話し合い情報を共有することで、自身の課題や自施設を振り返る�
ことができます。そして別の角度からの捉え方を学ぶ機会となっています。

５　出向者間におけるピアサポート
        ・ 座談会　　2019年9月18日 (木）11時～開催　
　　　　　　　　　京大病院　外来棟5階　C会議室
　　　　　　　　　参加者　10名
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５ 活動状況
３. ジェネラリスト育成に向けて

一般的には、広範囲にわたる知識を持つ人のことをこのように呼んでいます。看護においては、
特定の分野を持たずどのような患者にも専門的な看護ケアを提供できる看護師を指します。専
門看護師（CNS）や認定看護師（CN)などのスペシャリストの対義語と捉える見解もあります。

24

〈概念的定義〉 ジェネラリストとは、特定の専門あるいは看護分野にかかわらず、どのような対
象者に対しても経験と継続教育によって習得した多くの暗黙知に基づき、その場に応じた知識・
技術・能力を発揮できる者をいう。
〈歴史的変遷〉 １９８４年、雑誌『看護』で「看護におけるスペシャリストとジェネラリスト」という特集
が組まれ、日本へのスペシャリスト制度導入への妥当性や可能性について論議がなされた。日
本の看護界では、これまで長期的雇用が前提となっていたため、その組織の中で通用する人を
育てるために、ローテーションにより多くの領域において経験を積ませ、その組織に特有な知識や
技術を幅広く習得させるという、時間をかけた雇用管理が行われていた。

〈社会的文脈〉 これまで、ジェネラリストはさまざまな意味で
用いられてきた。例えば、スペシャリストの対概念として否定
的に用いられたり、逆に一定の経験年数を持ちさまざまな領
域に対応できる高い実践能力を有するという意味において
肯定的に用いられたりしていた。しかし近年では、ジェネラリス
トとスペシャリストの役割が分化されたことにより、看護の質を
高めるためには、各領域のスペシャリストを適切に活用できる
ジェネラリストの存在意義が大きくなっており、肯定的に用い
られるようになった。言い換えると、スペシャリストがその専門
分化した能力を十分に発揮するためには、スペシャリストにタ
イミングよく相談できる優れたジェネラリストの存在が必要不可
欠なのである。

（出典）日本看護協会
看護にかかわる主要な用語の解説
25ページより抜粋

ジェネラリスト（Generalist）とは？？？

ジェネラリストの定義
～日本看護協会では下記のように記載しています～

本会が専門看護師・認定看護師を認定していること、その認定分野が複数存在すること、
教育や認定システムが整備されていること等から、スペシャリストとしてのキャリアに関心が向き
やすい傾向がある。しかし、保健医療福祉の現場において、大部分の看護職はジェネラリスト
として活動しており、専門職としての独自性を発揮している。ジェネラリストとスペシャリストのいず
れにも、専門職として、お互いに協働して看護実践を行うことが求められる。
〈本会における用語の使用方法〉 ジェネラリストという用語は、領域を特定せずに知識や技
術を発揮できる者という意味において使用する。

５　活動状況
　　３．ジェネラリスト育成に向けて
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　一般的には、広範囲にわたる知識を持つ人のことをこのように呼んでいます。看護においては、
特定の分野を持たずどのような患者にも専門的な看護ケアを提供できる看護師を指します。専門看
護師（CNS）や認定看護師（CN)などのスペシャリストの対義語と捉える見解もあります。

〈概�念的定義〉　ジェネラリストとは、特定の専門あるいは看護分野にかかわらず、どのような対象
者に対しても経験と継続教育によって習得した多くの暗黙知に基づき、その場に応じた知識・
技術・能力を発揮できる者をいう。

〈歴�史的変遷〉　１９８４年、雑誌『看護』で「看護におけるスペシャリストとジェネラリスト」と
いう特集が組まれ、日本へのスペシャリスト制度導入への妥当性や可能性について論議がなさ
れた。日本の看護界では、これまで長期的雇用が前提となっていたため、その組織の中で通用
する人を育てるために、ローテーションにより多くの領域において経験を積ませ、その組織に
特有な知識や技術を幅広く習得させるという、時間をかけた雇用管理が行われていた。

〈社�会的文脈〉　これまで、ジェネラリストはさまざまな意味で用
いられてきた。例えば、スペシャリストの対概念として否定的
に用いられたり、逆に一定の経験年数を持ちさまざまな領域に
対応できる高い実践能力を有するという意味において肯定的に
用いられたりしていた。しかし近年では、ジェネラリストとス
ペシャリストの役割が分化されたことにより、看護の質を高め
るためには、各領域のスペシャリストを適切に活用できるジェ
ネラリストの存在意義が大きくなっており、肯定的に用いられ
るようになった。言い換えると、スペシャリストがその専門分
化した能力を十分に発揮するためには、スペシャリストにタイ
ミングよく相談できる優れたジェネラリストの存在が必要不可
欠なのである。

　�　本会が専門看護師・認定看護師を認定していること、その認定分野が複数存在すること、教
育や認定システムが整備されていること等から、スペシャリストとしてのキャリアに関心が向
きやすい傾向がある。しかし、保健医療福祉の現場において、大部分の看護職はジェネラリス
トとして活動しており、専門職としての独自性を発揮している。ジェネラリストとスペシャリ
ストのいずれにも、専門職として、お互いに協働して看護実践を行うことが求められる。

〈本�会における用語の使用方法〉　ジェネラリストという用語は、領域を特定せずに知識や技術を
発揮できる者という意味において使用する。
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５ 活動状況
３. ジェネラリスト育成に向けて

ジェネラリストは、領域に関わらず、24時間ケアを管理し、患者に真摯に向き合い最適な看護を
志向する実践者である。ジェネラリストは、医療・看護の提供時期やその方法の適切さを見極め、
患者・家族・医療従事者間の調整等を行うという意義深い存在である。ジェネラリストの定義につ
いて、本会は「経験と継続教育によって習得した暗黙知に基づき、その場に応じた知識・技術・能
力が発揮できる者（2007年）」とし、求められる能力については、「ジェネラリストの標準クリニカル・ラ
ダー（2003年）」の中に「看護実践能力、組織的役割遂行能力、自己教育・研究能力」とし、提
案している。また、ICNは「ジェネラリスト・ナースのためのICN能力基準フレームワーク（2003年）」にお
いて、求められる能力を「専門的・倫理的・法的な実践」「ケア提供とマネジメント」「専門性の開
発」の3つとし、その詳細を提示している。しかし、これらの能力は汎用性を目的としているため抽象
度が高く、自施設の特徴に応じた自身の役割や能力がみえにくい状況がある。また、看護実践の
場で、一般的に想起されるジェネラリストは、「中堅看護師」「キャリア中期」「一定の経験年数を積
んだ看護職」「職場のベテランナース」等、さまざまである。ジェネラリストの能力開発については、そ
れぞれの組織のニーズに応じた、クリニカル・ラダー等を活用した育成が主導になっており、教育の
体系化が十分とは言い難い。本来、ジェネラリストを志向する看護職には、自己の能力を査定し、
組織の理念や目的に応じた主体的な学習を積み、自身の看護実践に組み込むという、自己研
鑽が求められる。（中略）
今後さらに期待される役割の一例として、在宅療養を視野に入れた個々の患者への最適な医
療・看護をチームで効率的・効果的に提供するためのリーダーシップの発揮などがある。そのような
役割を果たすための能力および学習支援の検討が急務である。
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（出典）日本看護協会
継続教育の基準ver.2
６ページより抜粋（上）
８ページより抜粋（左）

ジェネラリストの能力開発について ～
日本看護協会～

ジェネラリストを育成する教育 ～日本看護協会～

特定の分野・領域、働く場や形態にとらわれず、あらゆる対象者に
対して、従事した領域で、直接、質の高い看護サ－ビスを提供するこ
とを志向する看護職を対象とする。この教育は、その時代や社会に応
じた、最善の看護を常に提供するために、看護職としての知識・技術・
態度を向上させ、根拠に基づく看護を実践する能力、スペシャリストを
適切に活用しうる能力、多職種と協働する能力、患者を中心とした
チームでのケアをマネジメントする能力等を段階的に育成することを目
的とする。
すべてのジェネラリストは、この教育に自ら参加し、自己研鑽を続けて
いく責務を持つ。また、組織にはその機会を保証するよう努める責任が
ある。

看看護護職職キキャャリリアアパパスス支支援援セセンンタターーでではは、、ジジェェネネララルルナナーーススととししてて活活躍躍がが期期待待さされれるる経経験験をを
積積んんだだ中中堅堅看看護護師師をを対対象象にに、、医医療療機機能能のの違違うう施施設設間間ででのの人人材材交交流流をを推推進進しし、、実実践践をを
ととおおししたた学学びび（（oonn  jjoobb  ttrraaiinniinngg  ::OOJJTT))をを支支援援ししてていいまますす。。

５　活動状況
　　３．ジェネラリスト育成に向けて

　ジェネラリストは、領域に関わらず、24時間ケアを管理し、患者に真摯に向き合い最適な看護を
志向する実践者である。ジェネラリストは、医療・看護の提供時期やその方法の適切さを見極め、患
者・家族・医療従事者間の調整等を行うという意義深い存在である。ジェネラリストの定義について、
本会は「経験と継続教育によって習得した暗黙知に基づき、その場に応じた知識・技術・能力が発揮
できる者（2007年）」とし、求められる能力については、「ジェネラリストの標準クリニカル・ラダー
（2003年）」の中に「看護実践能力、組織的役割遂行能力、自己教育・研究能力」とし、提案している。
また、ICNは「ジェネラリスト・ナースのための ICN能力基準フレームワーク（2003年）」において、
求められる能力を「専門的・倫理的・法的な実践」「ケア提供とマネジメント」「専門性の開発」の3
つとし、その詳細を提示している。しかし、これらの能力は汎用性を目的としているため抽象度が高
く、自施設の特徴に応じた自身の役割や能力がみえにくい状況がある。また、看護実践の場で、一般
的に想起されるジェネラリストは、「中堅看護師」「キャリア中期」「一定の経験年数を積んだ看護職」「職
場のベテランナース」等、さまざまである。ジェネラリストの能力開発については、それぞれの組織
のニーズに応じた、クリニカル・ラダー等を活用した育成が主導になっており、教育の体系化が十分
とは言い難い。本来、ジェネラリストを志向する看護職には、自己の能力を査定し、組織の理念や目
的に応じた主体的な学習を積み、自身の看護実践に組み込むという、自己研鑽が求められる。（中略）
　今後さらに期待される役割の一例として、在宅療養を視野に入れた個々の患者への最適な医療・看
護をチームで効率的・効果的に提供するためのリーダーシップの発揮などがある。そのような役割を
果たすための能力および学習支援の検討が急務である。

　特定の分野・領域、働く場や形態にとらわれず、あらゆる対象者に対
して、従事した領域で、直接、質の高い看護サ－ビスを提供することを
志向する看護職を対象とする。この教育は、その時代や社会に応じた、
最善の看護を常に提供するために、看護職としての知識・技術・態度を
向上させ、根拠に基づく看護を実践する能力、スペシャリストを適切に
活用しうる能力、多職種と協働する能力、患者を中心としたチームでの
ケアをマネジメントする能力等を段階的に育成することを目的とする。
　すべてのジェネラリストは、この教育に自ら参加し、自己研鑽を続け
ていく責務を持つ。また、組織にはその機会を保証するよう努める責任
がある。
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５ 活動状況
３. ジェネラリスト育成に向けて
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米国では、全米看護大学協会（AACN）が臨床で活躍する数多くのリーダー達と共にCNL（クリニカ
ルナースリーダー）と呼ばれる新たな役割を開発している。CNL は、「アウトカムベースの実践と質改
善の戦略において非常に優れた臨床家1）」として、修士レベルの教育を受けて認定される。CNL の
役割は、「異なる患者集団に対して行われるケアを横断的に統合し、監督していくとともに、複雑な
状況においては自らも積極的に直接ケアを提供すること1） 」や「EBN を実行に移すことで、患者が、
医療提供における最新の技術革新の恩恵を確実に受けられるようにすること1） 」である。CNL は、
「患者アウトカムを収集、評価し、コホートのリスクを査定して、必要な時にはケアプランを変更する意
思決定の権限を有している1） 」。CNL はAPN（Advanced Practice Nurse）の範疇に含まれていないことか
ら、スペシャリストではなく卓越したジェネラリストとして位置づけられていることが伺える。
我が国においても、ジェネラリストのクリニカルラダーをより明確にして標準化するとともに、卓越した
ジェネラリストに活躍の場と然るべきポジションを与えるべく、米国におけるCNL の役割モデルに相当す
るような卓越したジェネラリストの認証制度の創設が急務と考える。

看護実践への提言でも取り上げられています

CCNNLL（（ククリリニニカカルル・・ナナーースス・・リリーーダダーー））育育成成へへのの取取りり組組みみ

• 京都大学大学院医学研究科人間健康科学科では、クリニカルナースリーダー（CNL)養成プログラムの開発と普及に取り組んでいま

す。

• CNL（クリニカル・ナース・リーダー）指導者育成研修が開催されています。この研修を修了し、認定試験受験資格条件を満たした看

護師が全国におり、地域ごとに定期的に勉強会を行っています。

• 近畿・中部ブロックでは京都大学医学部健康科学科・医学部附属病院を中心に、施設を越えた自主的な取り組みとして、日本各

地（北海道・茨城・愛知・京都・和歌山・大阪・広島など）の他、アメリカやドイツをスカイプでつなぎ、勉強会を開催しています。

• 慣れない英語に苦心しながら、参加メンバーはアメリカのCNL認定の受験に向けて勉強したり、CNL 導入に当たっての準備に向けて、

様々な検討を行っています。

使用テキストの1例

引用文献 1) American Association of Colleges of Nursing：Clinical Nurse Leader (CNL) Frequently Asked Questions. 2012. 
http://www.aacn.nche.edu/cnl/CNLFAQ.pdf （last accessed 2014/07/12）

平成２６年度国立大学病院看護部長会議、国立大学附属病院の今後のあるべき姿を求めて～その課題と展望～（看護部
編）、平成26 年12 月、http://kangob.umin.ne.jp/pdf/report_kangobu.pdf より抜粋

５　活動状況
　　３．ジェネラリスト育成に向けて

　米国では、全米看護大学協会（AACN）が臨床で活躍する数多くのリーダー達と共にCNL（クリニ
カルナースリーダー）と呼ばれる新たな役割を開発している。CNL は、「アウトカムベースの実践と質
改善の戦略において非常に優れた臨床家1）」として、修士レベルの教育を受けて認定される。CNL の
役割は、「異なる患者集団に対して行われるケアを横断的に統合し、監督していくとともに、複雑な状
況においては自らも積極的に直接ケアを提供すること1） 」や「EBN を実行に移すことで、患者が、医
療提供における最新の技術革新の恩恵を確実に受けられるようにすること1） 」である。CNL は、「患
者アウトカムを収集、評価し、コホートのリスクを査定して、必要な時にはケアプランを変更する意思
決定の権限を有している1） 」。CNL はAPN（Advanced Practice Nurse）の範疇に含まれていない
ことから、スペシャリストではなく卓越したジェネラリストとして位置づけられていることが伺える。
　我が国においても、ジェネラリストのクリニカルラダーをより明確にして標準化するとともに、卓
越したジェネラリストに活躍の場と然るべきポジションを与えるべく、米国におけるCNL の役割モ
デルに相当するような卓越したジェネラリストの認証制度の創設が急務と考える。

引用文献　1） �American Association of Colleges of Nursing：Clinical Nurse Leader (CNL) Frequently Asked Questions. 2012.  
http://www.aacn.nche.edu/cnl/CNLFAQ.pdf （last accessed 2014/07/12）

　　　　　　　�平成 26 年度国立大学病院看護部長会議、国立大学附属病院の今後のあるべき姿を求めて～その課題と展望～（看護部編）、
平成 26 年 12 月、http://kangob.umin.ne.jp/pdf/report_kangobu.pdf より抜粋

・�京都大学大学院医学研究科人間健康科学科では、クリニカルナースリーダー（CNL)養成プログラムの開発と普
及に取り組んでいます。
・�CNL（クリニカル・ナース・リーダー）指導者育成研修が開催されています。この研修を修了し、認定試験受
験資格条件を満たした看護師が全国におり、地域ごとに定期的に勉強会を行っています。
・�近畿・中部ブロックでは京都大学医学部健康科学科・医学部附属病院を中心に、施設を越えた自主的な取り組
みとして、日本各地（北海道・茨城・愛知・京都・和歌山・大阪・広島など）の他、アメリカやドイツをスカ
イプでつなぎ、勉強会を開催しています。
・�慣れない英語に苦心しながら、参加メンバーはアメリカのCNL認定の受験に向けて勉強したり、CNL 導入に
当たっての準備に向けて、様々な検討を行っています。
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７ 編集後記

京都府看護職連携キャリアパス支援事業 「施設間の連携に強い看護師養成プログラ
ム」 を２０１９年度も無事終えることができました。

本年度は、京都府北部をはじめ市内の新規クリニックを含む６施設で延べ１１名の助産師・
看護師が交流プログラムに参加し、それぞれの目標に向かって取り組みました。自施設を離
れ異なる施設での貴重な交流経験の成果を発表することで、皆さまと共有できましたこと大
変嬉しく思っております。

各施設の皆さまには、出向者をチーム医療の一員として施設全体で迎えていただき心より
御礼申し上げます。

今年初めからの新型コロナウイルス感染拡大が心配されますが、感染対策につきまして
京都府下各施設と共有をしながら、これからも施設連携を継続させ京都府全体で学び合う
看護の文化を育んでいきましょう。

これからも地域を支える医療機関・施設の方々の積極的な参加、後押しをお待ちしておりま
す。

２０２０年４月

京都大学医学部附属病院

看護職キャリアパス支援センター

一同
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　京都府看護職連携キャリアパス支援事業 「施設間の連携に強い看護師養成プログラム」 を2019年度

も無事終えることができました。

　本年度は、京都府北部をはじめ市内の新規クリニックを含む６施設で延べ11名の助産師・看護師が

交流プログラムに参加し、それぞれの目標に向かって取り組みました。自施設を離れ異なる施設での

貴重な交流経験の成果を発表することで、皆さまと共有できましたこと大変嬉しく思っております。

　各施設の皆さまには、出向者をチーム医療の一員として施設全体で迎えていただき心より御礼申し

上げます。

　今年初めからの新型コロナウイルス感染拡大が心配されますが、感染対策につきまして京都府下各

施設と共有をしながら、これからも施設連携を継続させ京都府全体で学び合う看護の文化を育んでい

きましょう。

　これからも地域を支える医療機関・施設の方々の積極的な参加、後押しをお待ちしております。

 

2020年４月　　　　　　　　　　

京都大学医学部附属病院　　　　　

看護職キャリアパス支援センター　

一　同
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このセンターは、京都府の地域医療介護総合確保基金の
「看護職連携キャリア支援事業」の採択を受けて

設置されたものです

2015年7月1日
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